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『施⼯BIMのスタイル』
に⾒るBIMの優位性
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『施⼯BIMのスタイル』
■ ⽇建連が発⾏した冊⼦です。

0
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はじめに
■ セミナー「施⼯BIMのインパクト」開催にあたり

■『施⼯BIMのスタイル』反響⼤
※ 会員・⾮会員企業｜海外からも反響あり

■ 施⼯段階におけるBIMが加速？！
※ いままでのBIMとどこが違うのか？
※ ⽬的、どのように進めるのか？

■ 『施⼯BIMのスタイル』概要紹介
※ 施⼯段階のBIMは元請(作業所)が主導すべき
※ 専⾨⼯事会社、ゼネコンとも様⼦⾒から脱却

0
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⽬ 次
■ 『施⼯BIMのスタイル』の概要説明を中⼼として

施⼯BIMの考え⽅1

2

３

4

5

発⾏の背景

『施⼯BIMのスタイル※』の概要

期待される効果

まとめ

0

※ 以下、『⼿引き』という。
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施⼯BIMの考え⽅1
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施⼯BIMの定義
■ 『⼿引き』で定義した範囲

施 ⼯
設計

施 ⼯
設計

元請

専⾨
⼯事
会社

実施設計で施⼯の情報を
早期に付加し、施⼯で活⽤すること

（課題）
設計段階で発注先、納まり、
整合性が確定していない

元請

専⾨
⼯事
会社

作業所や専⾨⼯事会社が
⾃分たちの業務効率化を⽬指すこと

（課題解決へ）
施⼯段階で連携して情報を
確定させる仕事の進め⽅に適⽤

従来の範囲（設計BIM） 新たに定義する範囲（施⼯BIM）

1
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元請が考える施⼯BIMのリスト化
■ 2013年12⽉、BIM専⾨部会メンバーに調査

◎ ⽇建連のBIM専⾨部会に参加しているゼネコン14社にアンケート

約7割(79項⽬)
において専⾨⼯事会社との

連携が必要

BIMを活⽤
することで

2次元検討より
効果が期待

できる施⼯BIM
↓

109項⽬
が集まる

1



8©2015 一般社団法人 日本建設業連合会

施⼯BIMを成功させるために
■ 元請単独では成果は限定的

元請と専⾨⼯事会社で
WIN － WINの関係をつくる

●元請側の作業所⻑の下でBIM担当者が専
⾨⼯事会社のBIM窓⼝と⼀体となって連携
すること。

●そこには、お互いが連携する⽬的を共有
し、なおかつお互いにメリットがなければ
ならない。

1
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元請が期待する施⼯BIM
■ ⾃分たちの業務を効率化させたい

■ 専⾨⼯事会社とのBIMモデル連携
「施⼯図」「製作図」に着⽬
※お互いに⾃社内での業務効率化

⇒元請のBIMモデルを活⽤｜各専⾨⼯事会社の情報を統合

■ 専⾨⼯事会社との連携を必要とする主な⼯種

設備⼯事｜鉄⾻⼯事｜昇降設備⼯事｜

外装・外部建具⼯事｜など
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専⾨⼯事会社が期待する施⼯BIM
■ 『専⾨⼯事会社BIM活⽤実態調査報告書』より

◎ 元請とのBIM連携に期待する上位５項⽬(2012.05)

(1) 設計図書の整合性確保

(2) 設計図書の理解度向上

(3) 元請とのデータ連携による合意形成の迅速化

(4) 施⼯図・製作図の不整合減少

(5) 施⼯⽅法の理解度向上

P15 00

02

03

04
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01

建築⽣産の課題は従来型もBIMも変わらない！？

1
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発⾏の背景2
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⽇建連のBIMに関する活動
■ BIM専⾨部会の設⽴

2010.04 IT推進部会 BIM専⾨部会 設置
施⼯段階でのBIMのメリット増⼤を図る

2012.05 専⾨⼯事会社のBIM実態の調査

2014.12 『施⼯BIMのスタイル』の発⾏

【部会活動における主な成果品】

調査報告書は⽇建連HPから無償ダウンロード

本セミナーにて概要の紹介

2
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発⾏の背景(1)
■ 専⾨⼯事会社との情報交換会から始まった

2012.05：
『専⾨⼯事会社におけるBIM活⽤実態調査報告書』

2
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発⾏の背景(2)
■ 2013年4⽉ 専⾨⼯事会社BIM連携WG設置

本当に施⼯で使える
ガイドラインが無い！

専⾨⼯事会社と元請との間でお互いに
メリットのある⼿法をまとめよう！

2012.10：
第1回 専⾨⼯事会社のBIM取組みに関する情報交換会

2
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『⼿引き』の概要3
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図版・イラストを多⽤

『⼿引き』の特徴
■ BIM初⼼者、設計者や発注者にもイメージできる構成

3

1

2

3

4

5

ゼネコンの実務経験者
が執筆

専⾨⼯事会社の
意⾒･ニーズも反映

【BIMモデル合意】など
の新たな運⽤を提唱

実際に成果をあげた
事例を反映
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『⼿引き』が⽀援していること
■ メリットを享受しよう

1. 連携して成果を得られる運⽤⽅法を紹介
・今後の業界標準になり得ることを⽬指す

2. 連携して成果を得た事例を紹介
・実際の事例で⼯夫した点を学べる

業務プロセスの⾒直し｜⽣産性向上の取組み

『⼿引き』が⽀援していること

享受するための⼼構え

3
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⾒⽅・使い⽅・留意点
■ 元請の主導は必須｜意識改⾰のキーワード

3

■ 元請(作業所⻑とBIM担当者)
①考え⽅の統⼀｜②連携の計画を⽴案 する時に⾒る
※BIMツールの課題は、運⽤⾯でカバーしてみる

■ 専⾨⼯事会社(BIM窓⼝)
元請と連携計画を調整 する時に⾒る

■ 発注者、設計者、設計監理者
①施⼯者と連携すべきBIMモデルを具体的にイメージ

②施⼯段階でのBIMモデル合意などをイメージ
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構成
■ お互いにメリットを享受するために！

3

考え⽅

進め⽅

実 践

参考資料

何を⽬指すか

成功の⼿順

⼯事別のBIM

製作図BIM

施⼯BIMの⼀覧表

⽤語解説、書式雛形
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3
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主な内容
■ 00.章 本書の構成と留意点

構成

⾒⽅

使い⽅

活⽤の留意点

■ 本書の特徴などを紹介
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3
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主な内容
■ 01.章 施⼯BIMの考え⽅

施⼯BIMの

・必要性

・⽬的

BIMモデル合意
・2次元図⾯

とBIMを

組み合わせた

仕事の進め⽅

⇒ハイブリッド

■ 施⼯BIMのメリットを紹介
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施⼯BIMのメリット
■ 元請の主導は必須である

■ ⾃分たちの業務を効率化する！

施⼯図などを承諾させる

プロセスに着⽬

BIMモデル合意

例えば……

3
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3
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主な内容
■ 02.章 施⼯BIM成功へのワークフロー

■ 準備⇒活⽤⇒展開 の流れで協議することを紹介

アウトプット：

「BIM連携計画書」

「BIM実施報告書」の記⼊例

3 P24
‐P49
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施⼯BIM成功に必要な要素
■ 元請から⾒た３つのポイント

3

元請のリーダーシップ

施⼯BIMは元請のリーダーシップが鍵

事前準備と⽔平展開
準備段階が最も重要

専⾨⼯事会社との連携
WIN-WINの関係を⽬指す

⇒何を⽬的として取組むのか明確にする！

ポイント 1

ポイント 3

ポイント 2

P24
‐P49
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3
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主な内容
■ 03.章 ⼯事別の施⼯BIM

1.準備⼯事

2.仮設⼯事

3.解体⼯事

4.杭・掘削・⼭留⼯事

5.基礎⼯事・逆打⼯事

6.RC躯体⼯事

7.免震⼯事

8.鉄⾻⼯事

9.外壁・外部建具⼯事

10.設備⼯事

11.昇降設備⼯事

12.内装・内部建具⼯事

13.防⽔⼯事

14.外構⼯事

■ 40事例を図版⼊りで紹介

3 P52
‐P77
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例えば鉄⾻⼯事
■ Q･C・Ｄ・Ｓ・Eの分類

3

⽬的

Q･C･D･S･Eの分類

連携する会社

実施内容

関連図版

（１）鉄⾻⼯事はBIMの効果が⼤きい
（２）鉄⾻製作図モデルの整合性確認
（３）鉄⾻FABとの数量情報の共有
（４）建⽅⼿順の検討と周知徹底

P52
‐P77
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3
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BIMモデル合意への挑戦(1)
■ BIMと図⾯によるハイブリットで業務を進める

3

■ あくまで合意｜2次元図⾯とのハイブリット
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BIMモデル合意への挑戦(2)
■ 進める際の留意点

3

BIMモデル合意の⼀般的な⼿順

＜⼿元資料＞
BIMモデル＋参考資料

【図⾯承諾の簡素化】設計監理者への働きかけはこれからと
考えている。まずは、各社で試⾏の検討を進める

P18
‐P21
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製作図BIM
■ 事務所ビル(S造)を題材に、具体的な実施事項解説

3

■ 関連⼯種毎にBIMモデル合意を進める留意点

【⼯種】

・元請

・鉄⾻FAB｜設備｜昇降設備｜鉄⾻階段｜外壁｜外部建具｜

内装・内部建具｜ ⾦物・その他
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作業フロー
■ BIMモデルと成果品の確認

3

■ 鉄⾻BIMモデル(⼀般図)の⽅が理解しやすい
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3
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主な内容
■ 05.章 事例

【元請】

⼤林組｜清⽔建設｜

⽵中⼯務店｜前⽥建設

【専⾨⼯事会社】

東芝エレベータ

新菱冷熱｜⾼砂熱学

YKKAP

⽚⼭ストラテック

駒井ハルテック

横森製作所

三基型枠

■ 実際に⼯夫した内容などを紹介

3 P98
‐P117
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専⾨⼯事会社の事例
■ 元請のリーダーシップは必須

3

施⼯BIM成功の要因（抜粋）

【東芝エレベータ】
① 元請BIM 担当者の取りまとめがあった

【新菱冷熱】
① 元請がBIM モデルを提供したこと

② 元請がデータ連携効率化の為に共有サーバーを配置したこと

【駒井ハルテック】
元請BIM 担当者の取りまとめがあったこと

■ 元請の先導なくして施⼯BIMの成功はない
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3
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⼯事別の施⼯BIMのリスト
■ 第03章と連携しています（★印）

3

■ チェックリストとして活⽤(⼯種別109項⽬)
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書式雛形
■ ⽇建連のHPからダウンロードできます

3

■ 連携計画書｜実施報告書｜守秘義務
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4 期待される効果
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4 期待される効果
■元請と専⾨⼯事会社の連携⽅法の業界標準を確⽴

1. 元請主導で標準化された施⼯BIM
・お互いが『⼿引き』を参照することで、業界全体で標準化された

施⼯BIMにつながる

2. ⽅向性のズレを低減
・お互いがBIMモデルを連携して作業を進める場合に、認識しておくべき事

項やその内容が明確になった。お互いがメリットを享受できる環境になる

3. BIMモデル合意などの挑戦が始まる
・施⼯BIMのメリットを具体的に紹介したことで、各社が施⼯BIMに取組む

きっかけとなり、新たな連携⼿法が⽣まれる



44©2015 一般社団法人 日本建設業連合会

BIMの⽬的
■ ⽇建連のHPからダウンロードできます

■ 『品質』をどのように評価するのか……。

評価は定量的な数値となるのが望ましい。

図⾯訂正回数／打合せ回数／⼯程遅延／
変更数量の把握、など

◎109項⽬を
Q･C･D･S･E

で分類

4
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まとめ5



46©2015 一般社団法人 日本建設業連合会

おわりに
■連携WGは継続して活動していきます

1.『⼿引き』の周知・普及に向けた活動
・説明会や内容紹介ができるイベントやセミナーに参加

2. 『⼿引き』活⽤事例の蓄積｜分析｜整理
・イベントなどを通じて最新の施⼯BIMに関する活⽤事例の収集

3. 元請･専⾨⼯事会社の聞き取り調査を継続
・関東圏に限らず施⼯BIMに取組んでいる元請や専⾨⼯事会社との情報交換

※アンケートへの記⼊にご協⼒をおねがいします

5
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編集体制
■WGは9名で活動してきました

■ 執筆・編集：⽇建連 BIM専⾨部会 専⾨⼯事会社BIM連携WG
○ 曽根 巨充 前⽥建設⼯業株式会社

□ ⾹⽉ 泰樹 ⼾⽥建設株式会社
□ ⼩⽥ 博志 株式会社フジタ

⾦⼦ 智弥 株式会社⼤林組
伊藤 ⼀宏 ⿅島建設株式会社
室井 ⼀夫 清⽔建設株式会社
友景 寿志 ⼤成建設株式会社
染⾕ 俊介 株式会社⽵中⼯務店

※編集協⼒：
平⼿ 和夫 東芝エレベータ株式会社

編集にご協⼒をいただいた各建設会社、回答をいただいた各専⾨⼯事会社、WGの活動
過程で貴重なご意⾒を出して戴いた多くの⽅にお礼を申し上げます

○：リーダー ｜ □：サブリーダー

撮影；2014(平成26)年9⽉30⽇ (⽕)  ＠⽇建連会議室

5
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頒布方法

○ ⼊⼿希望の⽅へ有償でお送りします。
○ ⼊⼿希望者は、ホームページからおねがいします。
○ 『⼿引き』に掲載した書式の雛形は無償で以下の
ホームページからダウンロードできます。
・第4章；作業フロー
・BIM連携計画書
・BIM実施報告書
・BIMモデルの取扱いに関する覚書

○ ⽇建連会員企業：1,000円（税込）
⾮会員 ：3,000円（税込）
にて販売（送料実費）

○ホームページ
http://www.nikkenren.com/publication/detail.html?ci=200

（⽇建連ＨＰ→刊⾏物・資料→施⼯ＢＩＭのスタイル）
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